
一 般 質 問一 般 質 問

合志市議会だより
1451

合志市議会だより
15 51

青
山　

合
志
町
史
に
よ
る
と
白
川
大
水
害

は
、「
村
内
で
も
被
害
続
出
し
た
。
損
失

１
億
５
７
０
０
万
円
」
と
記
載
が
あ
る
。

今
回
の
西
日
本
豪
雨
は
本
市
で
も
他
人
事

で
は
な
い
。
水
害
を
体
験
さ
れ
た
方
々
の

記
憶
を
た
ど
っ
て
、
本
市
の
防
災
対
策
に

生
か
せ
な
い
も
の
か
。

総
務
部
長　

本
市
で
は
塩
浸
川
等
が
あ
る

が
、
河
川
改
修
も
済
ん
で
お
り
大
規
模
な

災
害
が
起
こ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か

し
今
回
の
西
日
本
豪
雨
は
、
線
状
降
水
帯

が
長
時
間
同
じ
位
置
に
停
滞
し
た
こ
と
に

よ
る
集
中
豪
雨
で
被
害
が
拡
大
し
た
も
の

で
あ
り
、
本
市
に
は
急
傾
斜
地
危
険
区
域

も
あ
り
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。
本
年
度
か

ら
「
地
区
防
災
計
画
」
を
各
行
政
区
に
作

成
を
お
願
い
し
て
い
る
。そ
の
中
で
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
街
歩
き
な
ど
を
通
じ
て
先

輩
方
に
お
話
を
聞
き
、
地
区
の
特
性
を
生

か
し
た
「
地
区
防
災
計
画
」
作
成
の
参
考

に
し
た
い
。

青
山　

栄
地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
な

り
、
行
政
区
を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
は

担
い
手
不
足
な
ど
で
運
営
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
一
定
の
区
域
の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ

形
成
は
、
地
区
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
て
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

青
山　

福
岡
県
筑
紫
野
市
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
視
察
し
た
。
20
の
自
治
会
で
人
口

約
一
万
人
が
集
合
し
た
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
、
独
自
の
政
策
提
案
で
コ
ミ
ュ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
が
来
年
度
か
ら
計
画
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
員
は

自
治
会
役
員
を
引
退
さ
れ
た
方
が
務
め
、

担
い
手
不
足
は
な
い
。
本
市
で
も
参
考
に

な
る
の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

我
々
も
視
察
し
た
が
、

防
犯
・
防
災
活
動
あ
る
い
は
、
福
祉
活
動

等
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
団
体
が
地
域
課
題
を

発
見
し
て
、
行
政
の
対
応
を
待
つ
姿
勢
で

な
く
、
住
民
自
ら
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

神
田　

合
志
市
健
康
増
進
計
画
の
中
間
報

告
の
中
で
「
特
定
健
診
の
受
診
率
の
減
少

傾
向
」
と
あ
る
が
原
因
は
。

健
康
福
祉
部
長　

受
診
を
さ
れ
な
い
方
の

理
由
は
、
「
必
要
性
を
感
じ
な
い
か
ら
」

「
面
倒
だ
か
ら
」
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
通
院
中
、
あ
る
い
は

「
自
分
は
健

康
だ
」
と
認

識
し
特
定
健

診
の
関
心
が

薄
い
の
で
な

い
か
と
考
え

て
い
る
。

神
田　

市
民
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
構

築
し
、
市
民
を
健
診
へ
と
促
す
役
割
は
保

健
師
だ
と
思
う
が
配
置
の
体
制
は
。

健
康
福
祉
部
長　

保
健
師
は
健
康
づ
く
り

推
進
課
、
高
齢
者
支
援
課
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
女
性
・
子
ど
も
支
援
課
に
配
置

し
て
い
る
。
保
健
師
が
地
区
割
し
て
回
る

の
は
確
か
に
一
番
受
診
率
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

神
田　

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長　

菊
池
養
生
園
で
集
団
検

診
を
行
っ
て
お
り
、
合
志
市
内
12
カ
所
の

医
療
機
関
で
も
個
別
の
受
診
が
で
き
る
。

こ
こ
２
、３
年
受
診
率
が
上
が
っ
て
い
な

い
の
で
、
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

神
田　

山
鹿
市
な
ど
50
％
の
受
診
率
を
達

成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
条
件
は
違

う
が
、
市
民
と
保
健
師
と
の
フ
ェ
イ
ス
to

フ
ェ
イ
ス
の
勧
奨
が
増
え
て
い
る
。
新
た

な
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
幸
い
専
門
機

関
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
す
ぐ
に
で
き

る
こ
と
は
取
り
か
か
り
た
い
。そ
の
中
で
、

菊
池
養
生
園
は
健
診
先
と
し
て
、
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

神
田　

菊
池
養
生
園
は
、
本
市
と
菊
池
市

が
運
営
す
る
一
般
的
な
医
療
機
関
な
の

か
。
そ
れ
と
も
外
来
診
療
を
含
め
た
健
康

診
断
の
専
門
的
医
療
機
関
と
し
て
位
置
づ

け
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

菊
池
養
生
園
は
、
本
市

と
菊
池
市
の
一
部
事
務
組
合
で
、
公
立
の

健
診
機
関
で
あ
る
。
合
志
市
民
の
た
め
の

健
康
の
取
り
組
み
を
行
う
の
が
大
前
提
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

昭
和
28
年
６
・
26
水
害
は

合
志
で
も
被
害
続
出

受
診
率
向
上
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
を
！

青
山
　
隆
幸 

議
員

神
田
　
公
司 

議
員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

御笠コミュニティ総会資料

濱
元　

大
阪
北
部
地
震
の
際
に
、
高
槻
市

の
小
学
校
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な

り
小
学
４
年
生
の
女
児
が
死
亡
す
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。
本
市
の

小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
と

通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
実
態
調
査

の
結
果
と
今
後
の
対
策
は
。

教
育
部
長　

学
校
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
緊
急
点
検
を
行
っ
た
が
該
当
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
か
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

以
外
で
は
西
合
志
東
小
学
校
の
小
屋
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
で
き
て
お
り
緊

急
性
は
な
い
が
、今
後
解
体
撤
去
を
行
う
。

通
学
路
に
お
い
て
は
著
し
い
ひ
び
割
れ
、

破
損
、
ま
た
は
傾
斜
、
傾
き
な
ど
が
生
じ

て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
全
体
と
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
塀
で
34
カ
所
、
家
屋
・
倉
庫
・
屋

根
瓦
等
で
３
カ
所
、
そ
の
他
、
石
垣
の
上

に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
あ
る
塀
な
ど
が
３

カ
所
あ
っ
た
。
通
学
路
に
あ
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
等
は
早
急
な
安
全
対
策
が
必
要
だ

が
、
民
間
の
所
有
物
な
の
で
現
時
点
で
は

早
急
な
撤
去
や
補
強
等
に
つ
い
て
は
困
難

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

濱
元　

通
学
路
に
危
険
箇
所
が
少
な
く
と

も
40
カ
所
あ
る
。
熊
本
地
震
の
よ
う
な
大

き
な
地
震
が
通
学
時
間
に
起
こ
っ
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
る
。一
刻
も
早
く
対
策
を

講
じ
る
べ
き
だ
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、い
ま

国
や
県
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、自
治
体

独
自
の
撤
去
費
用
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
本
市
で

も
、
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、フ
ェ
ン
ス

設
置
な
ど
へ
の
独
自
の
補
助
制
度
を
創
設

し
早
急
に
安
全
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

都
市
建
設
部
長　

現
在
本
市
で
は
、
民

間
の
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
・
改
修
に
対
す
る
補

助
制
度
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
の
対
象

箇
所
数
や
支
援
策
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
。
国
の
交
付
金
メ
ニ
ュ
ー
の
精

査
、
県
費
の
支
援
制
度
の
有
無
や
内
容
、

他
自
治
体
の
実
施
状
況
を
参
考
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

松
井　

自
治
体
の
将
来
像
に
つ
い
て
ス

マ
ー
ト
自
治
体
へ
転
換
の
考
え
は
。

総
務
部
長　

業
務
委
託
や
A
I
や
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を
検
討

し
て
い
く
。

市
長　

ス
マ
ー
ト
自
治
体
は
効
率
的
な
予

算
、
少
人
数
で
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
か
に
な
る
。
２
０
３
０
年
ご
ろ
に
は
、民

間
委
託
や
、指
定
管
理
の
制
度
も
含
め
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
予
想
さ
れ
る
の

で
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。

松
井　

自
治
体
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
（
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
を
発
見
す
る
事

業
）
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
と
取
り
組
み

を
伺
う
。

教
育
部
長　

県

で
も
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
研
究
を

し
て
い
る
。
今

後
は
機
会
を
と

ら
え
、
県
や
他

市
町
村
と
協
議
、

研
究
し
て
い
き

た
い
。

松
井　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
職
員
研
修
の
実
施
や

窓
口
で
の
申
請
書
な
ど
の
性
別
欄
の
削
除

へ
の
取
り
組
み
。
ま
た
選
挙
投
票
時
の
配

慮
や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
宣
言
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

人
権
教
育
職
員
研
修
の
中
で

今
年
度
準
備
を
進
め
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長　

窓
口
の
申
請
書
に
つ
い

て
は
、
14
市
都
市
住
民
基
本
台
帳
事
務
研

究
協
議
会
、
菊
池
地
区
窓
口
事
務
研
究
協

議
会
で
議
題
と
し
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

投
票
所
入

場
券
の
性
別
欄
は
現
在
な
く
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
け
の
宣
言
だ
け

で
は
な
く
、
人
権
問
題
の
一
つ
と
し
て
、

啓
発
を
進
め
て
い
く
。

松
井
　
新
設
校
の
制
服
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
配
慮
し
、
保
護

者
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
集
約
し
、
準

備
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

松
井　

返
礼
品
の
ト
レ
ン
ド
が
返
礼
品
主

導
型
か
ら
使
途
選
択
型
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
ふ
る

さ
と
メ
ニ
ュ
ー
お
助
け
隊
が
で
き
た
。

通
学
路
等
の
安
全

　
　

対
策
の
強
化
を
！

自
治
体
戦
略
２
０
４
０

構
想
に
つ
い
て

濱
元
幸
一
郎 

議
員

松
井
美
津
子 

議
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
部
落
差
別

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
配
慮

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

人権推進研究大会
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